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１．断層帯の概要とこれまでの主な調査研究 

 山崎断層帯は，岡山県東部から兵庫県南西部にかけて北西−南東方向に延びる

断層帯である． 

 松田・岡田（1968）や Huzita（1969）などは，山崎断層帯主部が左横ずれの活

断層であることを指摘した．その後，安藤（1972）や福井（1981）により，河

谷の屈曲量の計測など，山崎断層帯主部周辺の変位地形が詳しく調査され，地

域別に命名・区分が行われた．岡田ほか（1987）は安富断層において，遠田ほ

か（1995）及び岡山県（1996）は大原断層において，兵庫県（1996，1999， 2000，

2001）は土万（ひじま）断層，安富断層，暮坂峠（くれさかとうげ）断層，琵

琶甲断層，三木断層及び草谷断層において，トレンチ調査などの活動履歴に関

する調査を行った．山崎断層帯付近の活断層の位置は，活断層研究会編（1991），

岡田・東郷編（2000），千田ほか（2002）及び中田・今泉編（2002）などに示

されている． 

 以上の調査結果を受けて平成 15 年 12 月に公表された地震調査研究推進本部に

よる長期評価（地震調査研究推進本部地震調査委員会，2003）では，断層帯は

那岐山断層帯，山崎断層帯主部，草谷断層に大きく３分されて評価された．断

層帯主部は北西部と南東部に区分され，北西部では，最新活動時期が西暦 868

（貞観 10）年の播磨国地震と推定され，平均活動間隔は約 1,800-2,300 年の可能

性があるとされたことから，将来の地震発生確率は，今後 30 年以内でほぼ

0.06-0.8％とされた．これに対し，断層帯主部の南東部では，最新活動時期は約

3,600 年前以後，6 世紀以前の可能性，平均活動間隔は約 3,000 年の可能性がある

とされたことから，将来の地震発生確率は，今後 30 年以内でほぼ 0.03-5％と幅

広くなっていた．したがって，断層帯主部の南東部における将来地震発生確率

を精度良く求めることを目的に，補完調査を実施した． 

 

 

２．調査結果 

 今回の調査では，断層帯主部の南東部にあたる琵琶甲断層の加西市琵琶甲町

（琵琶甲地点），三木断層の小野市久茂町（沢の池地点），および同小野市市場

（市場地点）の 3 地点においてトレンチ調査を実施した（図 1）．また沢の池地

点においては，トレンチ調査に先立ち，群列ボーリング調査を実施した． 
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（１）琵琶甲断層，琵琶甲地点（トレンチ調査） 

 調査地点周辺では，琵琶甲断層に沿って，段丘面を開析するいくつかの浅い

谷が断層によって屈曲しているのが観察される（図 2）．調査地点は，そのよう

な屈曲した谷の内部で，平成 11 年に兵庫県（2000）が掘削したトレンチの 10-20m

南東にあたる（図 3）．兵庫県（2000）のトレンチでは，砂礫層および腐植土層

を変位させる明瞭な断層が観察された．断層は G 層を変位させ，F 層に覆われる

とされたが，G 層内の対比が困難であったため，G 層から得られた年代値のすべ

てと断層変位との関係が確定できなかったことと，F 層からも十分な年代値が得

られなかったため，地震調査研究推進本部による長期評価（地震調査研究推進

本部地震調査委員会，2003）では，最新活動時期は約 3,600 年前以後，6 世紀以

前としか限定されなかった．そこで，今回の調査では，兵庫県（2000）で確認

された断層の延長上で，開析谷の中軸部により近く，G 層および F 層に相当する

地層がより厚く堆積していると推定される地点を選定し，トレンチを掘削した．  

 トレンチ壁面全体のスケッチを図 4 に，それぞれの壁面の断層部分の拡大図

を図 5，6 に示す．またトレンチ壁面の写真を図 7，8 に示す．トレンチ壁面には，

明美累層と推定される砂礫層およびそれを覆う礫層・腐植土層が露出し，それ

らを切る複数の明瞭な断層が観察された．壁面に露出した地層は，その層相及

び層序関係から，上位から順に A 層から D 層に区分した．そのうち A 層は現在

の耕地を造成する際の盛り土，B 層と C 層はチャネルを埋積する砂礫層と谷底

に発達する腐植土層，D 層は大阪層群の明美累層または明石累層と推定される締

まりの良い砂礫層およびシルト層である．なお，南東側壁面の C 層上面がきわ

めて水平であることから，C 層上面は耕作等の人為的な改変を受けている可能性

があり，したがってそれを覆う B 層は歴史時代の堆積物の可能性がある．なお，

C 層については，断層活動時期の議論の便宜上，断層変位を受けていない層準に

ついては C1 層，断層変位を受けている層準については C2 層とした． 

 断層は D 層中に数条認められ，D 層を複雑に変形させているが，そのうち北

西側壁面のグリッド 9-10 間と南東壁面のグリッド 10 付近の断層は，C 層の下部

（C2 層）にも変位を与えている．これを F1 断層とする．F1 断層は，兵庫県（2000）

で確認された断層の延長よりやや北東側に露出した．トレンチの北西壁面では，

F1 断層はＶ字形の形状を呈し，その間に C2 層が引きずり込まれるように分布し

ている．引きずり込まれている C2 層中では，礫が断層面に沿う方向に再配列し

ている．一方，トレンチの南東壁面では，F1 断層は C2 層の基底に南西側隆起の

変位を与えているが， C1 層のチャネルに上部を削り込まれており，変位量等は
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計測できない． 

 なお，北西壁面の F1 断層断層うち特に北東側の断層について，直上の C1 層

にいくつかのチャネルの境界が重なっており，断層変位が C1 層に及んでいる可

能性を完全に否定することができなかった．そのため，北西壁面の F1 断層近傍

について，壁面を約 20-30cm 後退させるように人力で削り込んで観察した．そ

 トレンチ壁面の堆積物から得られた試料の放射性炭素同位体年代測定の結果

の結果，F1 断層は C1 層にほぼ水平に明瞭に覆われることが確認された（図 9）． 

を表 2 に示す．断層変位を受けた C2 層からは，4040±40 yBP（BW-6；暦年で BC 

2610-2490）から 1620±40 yBP（BW-22；暦年で AD 400-520）の年代値が．断層

を覆う C1 層からは 2350±40 yBP（BW-31；暦年で BC）から 1660±40 yBP（BW-30；

暦年で AD 350-420）の年代値が得られた．年代を測定した試料は炭質物および

木片と腐植質堆積物であり，それぞれに系統的な年代の差異は認められないこ

とから，地下水等での土壌の汚染による年代の若返りが発生している可能性は

低いと考えられる．C 層は小規模な流れによる浅いチャネルを埋積した堆積物で

あり，そこに含まれる炭質物片や木片は何らかの形で再移動した可能性が十分

に考えられる．また，腐植質堆積物についても，堆積物がブロックとして再移

動した可能性があり，また現地成であっても，腐植化する前の有機物が死滅後

に再移動してきた可能性も考えられる．したがって，C 層から得られた年代値に

ついては，厳密に言えば，実際の堆積年代よりも古い年代を示している可能性

をぬぐい去ることはできない．このことを考慮した上で，個々の試料の年代値

の扱いを検討する．C1 層から得られた年代値のうち，BW-4，10，11，13，30

の 5 試料から得られた年代値は，1660±40 yBP から 1750±40 yBP に集中しており，

堆積物の堆積年代に非常に近い値を示しているものと考えられる．特にこのう

ちの BW-4 はきわめて有機物濃度の濃い黒色の腐植土層であることから，現地に

生成していた植物が死滅して腐植化した可能性が高い．したがって，C1 層の堆

積開始年代としては，BW-4 から得られた年代値（1680±40 yBP；暦年で AD 

260-420）以前であると言うことができ，F1 断層の活動年代は暦年で AD 420 以

前であったと推定できる．一方，C2 層から得られた年代値では，BW-22 から得

られた年代値が 1620±40 yBP と最も若い値となっているほか，BW-23，26，32

の 3 試料の年代が 1950±40 yBP から 1970±40 yBP に集中している．BW-22 は長

辺 5mm程度の炭質物片であり，この年代値が若返っている可能性は考えにくい．

しかしながら BW-23，32 はいずれもＶ字形構造内の同一の腐植質シルト層から

得られたものであり，これらの年代値にも一定の信頼度があると考えられる．
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以上のことから，BW-22 の年代値を信用する場合は，断層の活動時期は 1620±40 

yBP（暦年で AD 400-520）以後となり，AD 400-420（5 世紀初頭）に限定される．

また，BW-22 の年代値に何らかの問題があるとすれば，断層の活動時期は

1950±40 yBP（暦年で AD 10-80）以後となり，約 2,000 年前以後，約 1,600 年前

（5 世紀）以前と推定される． 

 なお，北西壁面の F1 断層の約 1.5m 南西には，C2 層を切る脈状構造（開口亀

２）三木断層，沢の池地点（ボーリング調査・トレンチ調査） 

までに兵庫

を確認するため，地溝状の地形を横切

裂か噴砂・噴礫の痕跡の可能性）が見られ，その中に含まれる腐植質土壌ブロ

ックからは 2030±40 yBP（BW-27；暦年で BC 60-AD 10）の年代値が得られてい

る．この脈状構造の成因は定かでないが，断層活動に起因したものの可能があ

り，その場合，前述の断層の活動時期とこの年代値は整合的である． 

 

（

 断層帯主部の南東部のうち，南東側にあたる三木断層では，これ

県（1999，2000，2001）などにより調査が実施されており，大阪層群中の断層

露頭などが報告されているが，これまでに活断層であることを示す明瞭な断層

は確認されていない．また，地形的にも段丘面を変位させる低断層崖などの報

告はない（図 10）．沢の池地点は，小野市久茂町付近の低位段丘面上に位置する

沢の池が，断層に平行な方向に細長く延びる形状をしており，この地形が三木

断層の活動による地溝である可能性があると考え，この地点を調査地点とした

（図 11）． 

 トレンチ掘削に先立ち，まず断層位置

って 4 本のボーリングを掘削した．ボーリング調査結果の断面図を図 12 に示す．

それぞれのボーリング孔を北東側から順に SW-1，SW-2，SW-3，SW-4 とする．

各ボーリングコアの最上部の 1-2m の部分は，軟弱なシルト層および腐植質の不

淘汰堆積物からなり，人工の堆積物と推定される．SW-1 から SW-3 では，その

下位にやや締まりの良いシルト層が認められ，その下位には段丘堆積物と推定

される円礫中心の砂礫層が，すべてのコアに分布する．段丘堆積物の下位には，

SW-1 および SW-2 では大阪層群明石累層と推定される褐色のマトリクスの礫層

が分布するのに対し，SW-3 および SW-4 では神戸層群吉川累層と推定される凝

灰岩礫を主体とする固結した礫層が分布する．SW-1 と SW-2 の間では，段丘堆

積物とその上位のシルト層の上面に，崖の高さとほぼ同じ約 0.8m の高度差（北

東側が相対的に高い）が確認された．しかしながら段丘堆積物の基底は，逆に

約 0.7m 北西側が低くなっており，両者の間で段丘堆積物の厚さが大きく変化し
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ている．一方，SW-3 と SW-4 の間では，段丘堆積物の上面は地形同様に南西側

が低くなっているが，段丘堆積物の基底にはほとんど高度差は見られない．以

上のことから，SW-1 と SW-2 の間に横ずれ変位主体の断層が存在する可能性が

あると考え，この両ボーリング孔をまたぐようにトレンチを掘削した． 

 トレンチ壁面のスケッチを図 13 に，北西壁面の写真を図 14 に示す．トレンチ

地点では，地溝状地

３）三木断層，市場地点（トレンチ調査） 

I'面，II 面

壁面には，下部に段丘堆積物の砂礫層およびシルト層（C 層）が露出し，上部に

は人工の盛土と推定されるやや腐植質のシルト層（B 層）と，現在の表土である

A 層が露出した．壁面に断層は認められなかった．C 層はわずかに南西に傾斜し

ているように見えるが，層内の礫の配列はほぼ水平で，構造性の変形は受けて

いないと推定される． C 層のうち砂礫層とシルト層の境界は一部指交関係とな

っており，C 層堆積時の河道位置の変化を示しているものと考えられる．なお，

C 層上部の腐植質シルト層からは 5420±40 yBP（SI-1；暦年で BC 4330-4250）の

放射性炭素同位体年代が得られた．ただし，この腐植質シルト層は C 層が構成

する段丘面の離水後に形成されたものの可能性もある． 

 以上のボーリング調査とトレンチ調査の結果から，この

形の両縁辺ともにおいて，段丘堆積物に顕著な変位は認められず，この地溝状

地形は段丘離水時における旧河道などの微地形に対応したものである可能性が

高いと考えられる．なお，段丘堆積物より下位の地層については，SW-1，SW-2

では大阪層群，SW-3，SW-4 では神戸層群と，地溝状地形の両側で異なった層準

の地層が分布しているが，この間に断層が存在するかどうかは不明である． 

 

（

 兵庫県（2001）によれば，三木断層は小野市大島町付近から加古川の沖積低

地を通過し，大阪層群の丘陵地を経て，三木市役所付近まで延びることが示さ

れているが（図 10），そのトレースに近接する小野市市場付近において，加古川

の支流の山田川に直交する方向の直線状の崖地形があることを確認した．この

崖は，山田川の北側では低位段丘面と沖積面の境界をなしているが，川の南側

では沖積扇状地面を切る崖として認められ，断層変位による低断層崖の可能性

があると考えた．そのため，この地点でトレンチ調査を実施した． 

 調査地点の実測平面図を図 15 に示す．この地点の扇状地面は I 面，

に区分され，I 面と I'面の境界に比高 1.5-2m の崖が存在する．トレンチはこの崖

の延長上にあたる II 面上で掘削した．トレンチ壁面のスケッチを図 16 に示す．

トレンチ壁面に現れた地層は上位から A 層～H 層に区分した．これらのうち A
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層は人工の盛土，B 層は支流のチャネルを埋積した砂礫層，C 層から F 層が山田

川により供給された砂礫層および洪水性の堆積物である．H 層は締まりの良い礫

層とシルト層の互層で，大阪層群に相当する可能性がある． 

 トレンチ壁面には明瞭な断層は観察されなかった．トレンチの南西端付近で，

は，330±40 yBP（IC-2；暦年で AD 1480-1640），370±40 yBP（IC-3；

．まとめ 

層帯の位置及び形態 

れば，北西から順に津山北方，那岐山断層，山

２）断層面の位置・形状 

調査研究推進本部地震調査委員会（2003）の評価

F 層下部の青灰色シルト層が大きく傾斜して分布しているのが観察されたが（図

17），トレンチ南東壁面では，F 層は G 層を削り込んで堆積しており，G 層には

傾斜変形は見られないことから，F 層の傾斜は構造運動によるものではないと判

断した． 

 F 層から

暦年で AD 1450-1630），500±40 yBP（IC-5；暦年で AD 1410-1440）の年代値が，

G 層からは 8880±60 yBP（IC-1；暦年で BC 8220-7950）の年代値が得られた．こ

の年代測定結果から，F 層以上の地層は，15 世紀以後の比較的新しい時期の堆

積物と考えられ，これらが II 面を構成していると推定され，これ以降には断層

活動はなかったと考えられる．低崖の見られた I 面の構成層は，トレンチ内では

G 層もしくはより下位の地層に対応する可能性があり，断層変位を受けているか

どうかは判断できなかった．  

 

 

３

 ３．１ 断

（１）断層帯を構成する断層 

 活断層研究会編（1991）によ

崎断層系（大原断層，土万断層，安富断層，暮坂峠断層，琵琶甲断層，三木断

層）からなる．地震調査研究推進本部地震調査委員会（2003）では，北西から

順に那岐山断層帯，山崎断層帯主部，草谷断層からなるとした上で，山崎断層

帯主部を北西部と南東部に区分している．吉岡ほか（2005）は断層形状から「那

岐山活動セグメント」，「大原活動セグメント」，「土万活動セグメント」，「安富

活動セグメント」，「暮坂峠活動セグメント」，「琵琶甲活動セグメント」，「草谷

活動セグメント」に区分している． 

 

（

 断層位置に関しては，地震

結果を変更するような資料は得られていない．三木断層沿いの小野市市場付近
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で見られた低崖については，低断層崖か否かの確認はできなかった．  

 

（３）変位の向き 

ても，地震調査研究推進本部地震調査委員会（2003）の評

３．２ 断層帯の過去の活動 

部地震調査委員会（2003）の評価結果を変更するような

２）活動時期 

レンチ調査の結果によると，断層帯主部南西部の最新活動時

３）１回の変位量 

部地震調査委員会（2003）の評価結果を変更するような

４）活動間隔 

進本部地震調査委員会（2003）の評価結果を変更するような

５）活動区間 

進本部地震調査委員会（2003）の評価では，断層帯主部の北

 変位の向きに関し

価結果を変更するような資料は得られていない．変位地形の特徴から左横ずれ

変位を主体とすると考えられる．  

 

 

 

（１）平均変位速度 

 地震調査研究推進本

資料は得られていない． 

 

（

 琵琶甲地点のト

期は，約 2,000 年前以後，約 1,600 年前（5 世紀）以前と推定され，BW-22 の年

代値を信用する場合は AD 400-420（5 世紀初頭）に限定される．沢の池地点と市

場地点では，断層の活動時期を限定する情報は得られなかった．  

 

（

 地震調査研究推進本

資料は得られていない． 

 

（

 地震調査研究推

資料は得られていない． 

 

（

 地震調査研究推

西部での最新活動時期は西暦 868（貞観 10）年の播磨国地震，三木断層南東端

から南西に延びる草谷断層の最新活動時期は 5 世紀以後，12 世紀以前と推定さ

れている．今回の調査の結果推定された断層帯主部南東部の最新活動時期と比

較すると，断層帯主部北西部については，少なくとも最新活動時期には異なっ
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た時期に活動したと推定されるが，草谷断層については，5 世紀のごくわずかの

時期において，同時に活動した可能性がある． 

 活動区間の境界位置については，新たなデータは得られなかった． 

（調査担当：吉岡敏和） 
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図 表 

 

表 1 山崎断層帯のまとめ 

 

表 2 放射性炭素同位体年代の測定結果 

 

 

図 1 山崎断層帯主部および草谷断層の位置と調査地点 

 国土地理院発行数値地図 200000 の地形陰影図を使用． 

 断層線位置は地震調査研究推進本部地震調査委員会（2003）による． 

 

図 2 琵琶甲地点周辺の横ずれ地形 

 国土地理院空中写真 KK-65-2X，C5-8 を使用． 

 

図 3 琵琶甲地点のトレンチ調査位置実測図 

 

図 4 琵琶甲トレンチ全体のスケッチ 

 グリッドは法面長で 1m 間隔． 

 

図 5 琵琶甲トレンチ北西壁面断層近傍部分のスケッチ 

 

図 6 琵琶甲トレンチ南東壁面断層近傍部分のスケッチ 

 

図 7 琵琶甲トレンチ北西壁面断層部の写真 

 

図 8 琵琶甲トレンチ南東壁面断層部の写真 

 

図 9 琵琶甲トレンチ北西側後退後の壁面 

 

図 10 三木断層沿いの断層地形と地形面区分 

 国土地理院発行 1/25,000 地形図「社」，「三木」を使用． 

 

図 11 沢の池地点のボーリングおよびトレンチ調査位置実測図 
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図 12 沢の池地点ボーリング断面図 

 

図 13 沢の池トレンチのスケッチ 

 グリッドは法面長で 1m 間隔． 

 

図 14 沢の池トレンチ北西壁面の写真 

 

図 15 市場地点のトレンチ調査位置実測図 

 

図 16 市場トレンチのスケッチ 

 グリッドは法面長で 1m 間隔． 

 

図 17 市場トレンチ南東側壁面南西部の写真 
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表 1　山崎断層帯のまとめ．



表 2　放射性炭素同位体年代の測定結果．
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図7　琵琶甲トレンチ北西壁面断層部の写真図 7　琵琶甲トレンチ北西壁面断層部の写真．



図8　琵琶甲トレンチ南東壁面断層部の写真
図 8　琵琶甲トレンチ南東壁面断層部の写真．
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図14　沢の池トレンチ北西壁面の写真図 14　沢の池トレンチ北西壁面の写真．
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図15　市場地点のトレンチ調査位置実測図

図 15　市場地点のトレンチ調査位置実測図．



図
16

　
市
場
ト
レ
ン
チ
の
ス
ケ
ッ
チ
．
グ
リ
ッ
ド
は
法
面
長
で

1m
間
隔
．

3
2

4
5

6
1

+1S
T
：

26.65m

-1

B

F

8
7

10
9

11
14

13
12

-1

4
5

3
1

2

 

9
9

10
11

7
8

+1 S
T
：

26
.6

5m

-1

6

A

B
C

D
E

F
G

H

A

C
B

D
E

F
G

H
IC

-3  A
D

 1450-1630

IC
-2  A

D
 1480-1640

IC
-1 B

C
 8220-7950

IC
-5

  A
D

 1
41

0-
14

40

E
G

H

南
東

壁
面

北
西
壁
面
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図 17　市場トレンチ南東側壁面南西部の写真．図17　市場トレンチ南東側壁面南西部の写真


